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■WGの目的

もっと簡単に、早く、かつ確実に 手戻りの無い工事を
行うためにCADと3D機器類を連携させて 将来的に有効な
利用方法の可能性と現状を調査する



前年度活動の振り返り



■PM・AR活用イメージ
墨出し工程において1/1スケールのデータを現場

に投影しトレースすることで精度UP・効率UPが図
れないか検証する。
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振返り



■検証結果PM（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸｼｮﾝﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ）
３Dプロジェクションマッピングソフト（VPT7）を利用し
CAD図面投影を実施。

＜メリット＞
レーザーの投影のポイントと違い、図面全体を現場に
投影できるので施工予測が非常に分りやすい。

＜デメリット＞
レーザー同様、現実面への投影は精度が確保できない。
（不陸や機器性能の関係）
プロジェクター性能は最低5000ルーメン必要で高価。
精密機器のため屋外での使用制限がある。
日中の使用は出来ない。
現実面補正をソフト側で行うため時間がかなり掛かる。

現実面への投影では現状、厳しめ・・。

振返り



■検証イメージ AR（拡張現実）
仮想現実面へのCADデータ投影が出来るAR技術での検証

振返り



■「AR墨出し」と「レーザー墨出し」との違い

AR墨出しでは
レーザ投射法での致命的な床面のズレ
入射角θのZ軸補正作業が一切不要になる。

また、機材は汎用品（タブレット）のため
簡単かつ楽。端末はアプリを利用することで
現場でも活用しやすい。

振返り



■ちなみに・・・ 振返り



■AR墨出しのメリット

1. 紙の図面にする必要が無い
2. 寸法を記入する必要が無い
3. 図面データ化が早く手間が少ない
4. 簡単でミスがない
5. 墨出し時間・精度の飛躍的向上
6. 高額な機材は一切不要
7. アプリをインストールすれば誰でも利用可

などなど

振返り



■AR墨出しのデメリット

1. 基準位置を間違えると全滅
2. 監理者の理解と説明が必要
3. タブレット端末とネットワーク環境が必要
4. 作業時に片手が塞がる

（※スマートグラスやタブレットスタンドを利用することで回避可能）

振返り



■AR検証方法

CADデータをDXFでアウトプットして
ARソフトに読込基準となる位置にターゲットを置き、
1/1スケールでデータがリンクするかを検証。

データを検証分りやすくするために
図面から1/1スケールのテンプートを作り
床スリーブ位置を赤丸で
インサート位置を青丸で
表示しARと現実との寸法の差を確認。

振返り



振返り



振返り



■前年の活動

拡張現実（AR）とCADデータの連携により墨出し等の
実現性の検証を実施。
可能性を感じたものの以下の課題が見えてきた。

課題:①マーカーの近くでしか作業できない。
②実際に現場で使用する場合、
何回もマーカーを置き直さないといけない

■今年の活動方針

上記課題が解決できる方式・機器を調査する。







TS:Total Station



















前年度

① ② ③

ARで実施できる範囲（領域）が限られているため
現場で実用しようとすると複数回の
マーカ設置と投影が必要。
（上記範囲では１５回）

④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮



Navo-iでは

Navo-iで写せる範囲の、必要な部分だけを
手元のタブレットでモニターできるので
基準点（マーカー）の設定が一度で済む

通信



「現場」に「データ」を合わせる
AR

「データ」に「現場」を合わせられる
AR

が可能に!



まとめ（３年間活動してきて）
初年度から今日に至り技術の進歩を感じた。
３次元とGPS連携であったり
点群と属性取得のモデル化 等
現実に出てきており、
思ってきたことが現実化してきている。
本WGは今後に繋がるキッカケになったと感じた。

技術が理想に追いついてきた。

今後はそれをどう活用するかが
キーになってくるはず



ご清聴ありがとうございました


